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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：シナプス。この遺伝子産物は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリーおよびCa(2+)/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼサブファミリーに属する。カルシウムシグナル伝達は、グルタミン酸作動性シナプスの可塑性のいくつかの側面において重要である。このカルシウムカルモジュリン依存性プロテインキナーゼは、α、β、γ、δの4つの異なる鎖から構成される。この遺伝子によってコードされるα鎖は、海馬の長期増強（LTP）および空間学習に必須である。このタンパク質は、カルシウムカルモジュリン（CaM）依存性活性に加えて、自己リン酸化を受けることでCaM非依存性活性を示す。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2018年6月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SH-SY5Y全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をCaMKII αウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

